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可
翻
小
説
容
七

候
。
叉
是
よ
り
も
前
‘
於
御
閲
御
川
狩
有
之
候
節
‘
御
活
習
頭
奥
村

端
兵
衛
へ
、
水
を
あ
び
候
様
に
御
意
有
之
候
。
端
兵
衛
接
東
を
ぬ
ぎ
、

脇
指
を
乎
に
持
、
共
越
に
御
徒
大
場
十
郎
左
衛
門
罷
在
候
所
、
此
脇

指
持
て
居
候
様
に
仕
度
の
旨
申
候
所
、
御
家
来
御
呼
寄
、
震
御
持
可

成
候
と
申
候
て
持
不
申
候
。
消
兵
衛
又
物
を
可
申
と
仕
候
所
、
あ
れ

は
身
が
徒
者
也
と
御
意
に
候
て
、
共
通
に
罷
成
候
皆
。
十
郎
左
衛
門

は
大
場
源
太
夫
弟
に
て
‘
其
時
分
御
臭
小
姓
附
御
横
目
相
勤
倹
由
。

憶
成
人
の
物
語
に
候
故
書
記
し
ぬ
。

一
、
直
江
山
城
守
紫
綬
停

直
江
山
城
守
晶
成
績
.
父
田
昌
樋
口
興
三
衛
門
某
コ
畢
昌
上
杉
景
勝
母
-
盆
・
-
薪

糠
プ
策
績
美
而
哲
。
景
勝
悦
市
寵
v
之
.
老
臣
直
江
大
和
守
側
死
而
無
v

子
，
景
勝
使
v
織
昌
其
家
吋
一
長
而
有
昌
材
集
コ
迩
翁
ロ
景
勝
之
霞
匡
吋
共
報
昌
先

長
老
-
書
目
。
停
播
=
子
世
コ
制
=
按
東
照
宮
之
震
怒
吋
兵
端
鵡
邑
子
此
-
実
。
然

響
怪
其
書
癖
策
雄
白
樺
リ
慢
一
而
飽
満
侃
批
ψ

鋸
…
=
窒
塞
之
累
吋
似
T

暁
=
文

字
-
者
~
趨
見
昌
四
家
合
致
吋
稽
E

共
有
昌
文
事
二
蹴
昌
詩
一
一
伺
吋
問
。
春
雁

似
v
吾
吾
似
v
雁
a

洛
陽
城
裏
背
ν
花
蹄
e

一
縛
知
・
味
.
頗
能
v
詩
者
a

図
考
畠

本
館
所
v
纂
詩
集
二
得
a
詩
二
首
吋
共
一
賦
=
織
女
惜
'
別
.
日
，
二
星
何
恨

隔
v
年
逢
.
今
夜
連
v
休
慰
=
野
町
胸
吋
私
語
未
v
務
先
酒
v
涙
。
合
歎
枕
下
五
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一
四
六

更
錨
.
伺
穏
洗
刷
.
殆
非
a

鹿
人
口
集
↓
及
v
閲
目
級
山
先
生
五
巨
純
文

選
蹴
吋
始
知
E

晶
成
績
之
所
=
梓
行
吋
一
於
v
R
定
方
信
T

共
淀
a
意
文
字
-
合
致
之
語

不
A
M

妄
也
e

粂
綾
頗
有
=
賂
…
略
↓
…
惜
其
時
ゲ
意
反
嘘
。
冠
紗
=
山
形
一
陥
昌
畑

屋
吋
攻
a
長
谷
堂
二
県
a
最
上
義
光
-
相
持
。
開
且
関
原
之
敗
ニ
庇
a
師
子
合
棒
吋

皆
有
a
法
度
吋
時
人
橋
v
之
e

唯
上
山
之
職
不
v
用
a
上
泉
主
水
之
官
吋
使
昌

之
憤
激
致
菅
原
山
。
不
v
厭
昌
人
望
-
耳
・
e

線
之
綾
織
罪
魁
也
.
営
T

奥
=
逆
黛
-
同
副

議
夷
~
市
東
照
宮
包
荒
之
量
。
赦
而
不
v
問
。
及
=
難
波
構
'
兵
.
志
賀
野
之

職
。
出
v
脊
制
v
勝
.
錐
昌
功
不
険
罪
.
而
喝
E

力
喰
受
干
支
・
既
椴
。
能
以
昌

文
籍
-
自
挟
。
営
時
武
夫
健
勝
。
亦
所
昌
窓
・
有
↓
偶
因
v
論
v
詩
及
v
之
.

鴻
泊
繍
安
宛
筆
記

余
高
温
父
露
政
重
。
嘗
需
品
袋
線
靖
子
吋
往
=
米
津
-
稽
=
直
江
大
和
勝

士
具
生
二
男
コ
梢
a

大
徳
ゴ
長
稽
=
志
摩
政
衣
吋
共
子
五
兵
衛
朝
政
。
共

子
釆
女
定
政
。
質
余
兄
弟
之
所
天
也
.
以
昌
某
直
江
氏
之
外
孫
-
也
.

鳩
出
品
先
生
抄
=
水
戸
史
舘
筆
記
-
以
寄
致
鷲
。
機
泊
繍
姓
安
積
名
宛
“

史
舘
編
修
官
也
“
子
時
己
亥
林
鐘
初
六
日
。
組
幹
弱
。

一
‘
狩
野
常
信
の
狼
狽

狩
野
常
信
老
後
稽
古
川
、
叉
養
朴
と
も
云
。
此
者
探
幽
以
後
の
上
手

と
世
上
に
申
憤
候
。
震
v
人
嶋
直
に
し
て
衆
に
容
れ
ら
れ
歩
、
悲
廟
の

時
鐸
を
獲
て
盤
居
。
せ
し
か
苫
も
、
.
脆
年
に
は
叉
出
た
り
。
我
公
府
に

所
v
裁
の
細
川
澄
元
が
霊
像
は
、
故
賢
備
は
り
ぬ
る
よ
し
に
て
共
名
世

に
流
布
す
。
故
に
或
時
常
信
此
霊
像
を
致
熟
覚
、
模
務
も
い
た
し
度

よ
し
事
室
候
。
依
之
公
家
へ
被
潟
召
、
於
書
院
展
観
せ
し
め
ら
る
。

常
信
茜
菩
ぴ
令
熱
硯
候
最
中
へ
、
公
家
俄
に
御
出
御
挨
拶
被
成
候

所
、
常
信
越
然
と
し
て
居
心
を
失
ひ
、
共
霊
像
を
超
え
跨
で
奔
伏
し

ぬ
。
そ
の
常
信
度
を
失
ひ
し
事
を
疾
み
給
ひ
‘
自
是
以
来
思
召
に
も

不
時
、
右
霊
像
を
潟
さ
せ
ら
れ
宇
成
ぬ
。
中
村
m
関
脇
氏
怒

霊
像
の
様
、
甲
開
し
め
馬
に
騎
る
。
胡
簸
・
鞭
等
の
し
た
L
め
桜
及

か
ま
・
さ
し
細
な

E
、
明
細
に
ゑ
が
き
ぬ
。
古
式
多
備
る
と
云
。

一
、
菊
一
文
字
の
御
万

菊
一
文
字
御
万
は
高
徳
公
の
御
指
料
也
。
後
鳥
羽
院
御
作
に
て
‘
什

総
の
共
一
也
。
前
年
二
保
左
大
勝
吉
平
公
へ
‘
御
帯
引
出
物
に
被
進

也
。
共
頃
の
御
道
具
奉
行
、
右
の
由
緒
有
之
御
什
物
と
云
事
は
不
存
、

唯
代
金
七
拾
枚
許
と
の
被
仰
出
に
ま
か
せ
候
て
、
相
撲
、
伺
候
て
相
極

候
。
共
頃
前
問
源
随
等
老
臣
罷
在
候
は
ど
、
た
と
ひ
相
極
候
.
う
へ
に

て
も
、
申
上
様
も
可
有
之
候
へ
ど
も
‘
左
様
の
心
附
無
之
候
。
奉
行

た
る
者
は
心
得
可
有
之
も
の
に
候
。
代
金
の
位
迄
に
心
附
候
故
か
L

可
親
小
既
巻
七
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t
d
B
t
・-

る
俄
有
之
候
。
帯
殿
の
御
引
出
物
に
侠
へ
ば
、
か
様
に
も
可
有
之
儀

と
申
も
の
も
候
へ
ど
も
、
某
は
左
様
に
不
存
候
と
云
。

一
、
興
法
寺
村
七
三
郎
の
至
孝

元
総
十
一
年
戊
寅
越
中
磁
波
郡
興
法
寺
肝
煎
長
右
衛
門
方
に
・
手
立

有
之
桝
有
之
皆
、
同
村
の
者
十
村
迄
告
訴
。
之
に
付
長
右
衛
門
禁
牢

一
-
し
吟
味
の
内
、
長
右
衛
門
惣
領
の
子
七
三
郎
自
ら
訴
け
る
は
、
桝
の
儀

長
右
衛
門
脅
て
不
存
儀
也
。
私
の
所
鏡
た
る
よ
し
相
断
候
に
付
、
是
亦

禁
牢
す
。
肉
類
等
の
儀
吟
味
数
度
に
て
、
及
協
的
問
と
い
へ

E
も
憂
色

も
た
く
‘
己
れ
一
人
の
慈
事
に
て
同
類
無
之
曲
、
度
々
の
白
紙
同
然

也
。
か
h

る
所
に
七
三
郎
子
停
吉
十
五
歳
・
七
三
郎
妻
く
ら
等
十
村

迄
罷
越
、
手
立
の
桝
の
儀
、
七
三
郎
儀
少
も
不
存
事
に
候
得
共
、
父

長
右
衛
門
御
免
震
可
被
成
、
親
の
命
に
代
り
可
申
が
震
に
罷
出
候
。

弟
共
へ
妻
子
介
抱
の
儀
頼
の
由
書
世
仕
‘
弟
共
に
第
設
奥
書
、
せ
が
れ

へ
相
波
、
此
儀
七
三
郎
死
後
に
も
沙
汰
仕
間
敷
旨
竪
〈
申
付
置
候
。

乍
然
長
右
衛
門
に
今
御
菟
無
之
候
へ
ぽ
、
無
科
長
右
衛
門
・
七
三
郎

雨
入
と
も
、
罪
科
に
可
罷
成
俄
如
何
と
、
父
の
申
付
を
も
背
き
申
出

候
由
に
て
、
右
之
寄
付
義
出
候
。
扱
桝
の
儀
は
長
右
衛
門
次
男
彦
三
郎

一
人
の
所
震
の
由
。
依
之
於
公
事
場
七
三
郎
へ
、
共
方
併
の
手
立
不

四
七




